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撫
衿
悼
寂
漠

侃

然

若

有

失

明
月
入
締
窓

努

顎

想

慧

質

消

愛

非

萱

草

永

懐

寄

夢

媒

夢

媒

復

冥

冥

何
由
競
爾
形

我
慰
北
海
術

爾
無
帝
女
霊

江
掩
「
雑
体
詩
」

(
述
哀
)
岳花
岡

訳

注

亜

希

青

春

天

機

を

速

や

か

に

し

素

秋

白

日

を

馳

す

美

人

は

重

泉

に

帰

し

棲

槍

と

し

て

終

畢

無

し

痛

宮

は

己

に

粛

清

と

し

て

松

柘

は

転

た

粛

悲

た

り

術

仰

す

る

も

未

だ

能

く

拝

れ

ず

尋

念

す

る

こ

と

但

だ

一

た

び

な

る

の

み

に

非
ず
衿

を

撫

し

て

寂

漠

た

る

を

悼

み

況

然

と

し

て

失

う

有

る

が

ご

と

し

明

月

続

窓

に

入

り

努

撲

と

し

て

窓

質

を

想

う

憂

い

を

消

す

は

萱

草

に

非

ず

懐

い

を

永

え

に

し

て

夢

媒

に

寄

す

夢

媒

は

復

た

冥

冥

と

し

て

何

に

由

り

て

か

欝

の

形

に

離

わ

ん

我

は

北

海

の

術

に

暫

じ

爾
は
帝
女
の
霊
加
熱
し

吋
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注

播
黄
門
(
述
哀
)
岳

24 23 22 21 20 19 

駕
ニ
一
一
口
出
遠
山

排

佃

泣

松

銘

雨
絶
無
還
雲

華

落

量

留

英

日
月
方
代
序

寝

興

何

時

平

[
押
韻
〕
O
畢
・
一

声
第
六
至
)
。

O
形

・

霊

・

銘

駕

し

て

言

に

遠

山

に

出

で

緋

御

し

て

松

銘

に

泣

く

雨

絶

え

て

還

る

雲

無

く

華

落

ち

て

量

に

英

を

留

め

ん

や

方

に

代

わ

り

て

序

で

何

れ

の

時

に

か

平

ら

か

な

ら

ん

日
月
寝
興

-
失
・
質
(
入
声
第
五
質
)
、

ヨ淳

一
(
入
声
第
七
櫛
)
、
藤
(
去

[
校
勘
]

述

哀

「

悼

亡

」

ω
撫

衿

悼

寂

漠

本
〉

(
下
平
第
十
五
青
)
、

英
・
平

(
下
平
第
十
二
庚
)
。

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
〉

「
撫
掛
川
悼
寂
鶏
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監

「
撫
衿
悼
寂
実
」

〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州

本
・
建
州
本
〉

口

消

憂

非

萱

草

本
・
建
川
本
〉

は

永

懐

寄

夢

媒

「

永

懐

判

夢

牒

」

〈

尤

刻

本

・

拐

刻

本

・

国

子

監

本

〉

。

明

州

本

・

秀

州

本

は

こ

の

匂

下

に

「

善

本

作

寧

字

(

蕃

の

本

は

寧

の

字

に

作

る

)

」

、

建

川

本

は

ご

書

作

事

(

善

は

寧

に

作

る

ご

と

注

す
。

「
川
崎
憂
非
萱
草
」

〈
陳
八
郎
本
・
明
川
本
・
秀
州実
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口

華

落

量

留

英

本
・
建
州
本
〉

「
花
蕗
宣
留
英
」

〈
練
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
川
川

〔
訳
〕春
は

天

の

運

行

を

速

め

、

秋

は

飛

ぶ

よ

う

に

日

々

を

駆

け

去

ら

せ

て

い

く

。

美

し

い

あ

の

人

は

深

い

黄

泉

の

下

へ

と

帰

っ

て

ゆ

き

、

悲

し

み

が

消

え

る

こ

と

は

な

い

。

棺

を

安

置

し

て

あ

っ

た

御

殿

は

も

う

ひ

っ

そ

り

と

し

て

、

墓

地

の

松

や

柏

も

い

よ

い

よ

物

寂

し

さ

を

増

し

て

い

く

。

わ

ず

か

な

挙

措

の

問

も

忘

れ

る

こ

と

な

ど

で

き

た

た

め

し

が

な

く

、

求

め

想

う

の

は

一

度

や

二

度

の

こ

と

で

は

な

い

。

衿

を

取

っ

て

物

寂

し

さ

に

心

を

痛

め

、

ぼ

ん

や

り

と

し

て

何

か

を

失

く

し

た

か

の

よ

う

だ

。

明

る

い

月

光

が

彫

刻

を

施

し

た

窓

か

ら

入

り

込

む

と

、

ふ

と

あ

な

た

の

美

し

さ

を

思

い

出

す

。

憂

い

を

消

す

の

に

、

そ

れ

を

口

に

す

れ

ば

憂

い

を

忘

れ

さ

せ

て

く

れ

る

と

言

う

わ

す

れ

ぐ

さ

に

頼

る

の

は

や

め

て

、

こ

の

患

い

を

抱

い

た

ま

ま

眠

り

に

落

ち

て

夢

に

入

り

込

も

う

。

夢

の

中

も

ま

た

暗

く

、

ど

う

す

れ

ば

あ

な

た

の

姿

に

会

う

こ

と

が

で

き

る

の

だ

ろ

う

か

。

私

は

、

死

者

と

再

会

さ

せ

て

く

れ

る

と

い

う

北

携

の

道

人

の

術

が

な

い

の

が

恥

ず

か

し

い

し

、

あ

な

た

も

、

夢

で

楚

の

王

を

迎

え

た

と

い

う

帝

の

娘

の

よ

う

な

不

思

議

な

力

が

あ

る

訳

で

も

な

い

。

車

に

乗

っ

て

遠

い

山

ま

で

足

を

運

び

、

さ

ま

よ

い

歩

い

て

松

の

下

の

墓

碑

で

一

保

を

流

す

。

雨

が

や

め

ば

、

雨

を

降

ら

し

つ

く

し

た

雲

は

消

え

て

戻

っ

て

い

く

こ

と

は

な

く

、

花

が

落

ち

れ

ば

、

そ

の

し

べ

だ

け

を

残

す

こ

と

が

あ

ろ

う

か

i

i

雨

と

雲

、

花

と

し

べ

と

は

、

と

も

に

消

え

あ

な

た

と

私

も

そ

れ

と

同

じ

で

あ

る

は

ず

だ

。

太

陽

と

月

と

る

も

の

三
四
頁

傾

序

ど

お

り

に

か

わ

る

が

わ

る

現

れ

て

時

が

流

れ

て

行

く

が

、

て

も

覚

め

て

も

心

穏

や

か

に

な

る

と

き

は

一

体

い

つ

に

な

っ

た

ら

訪

れ

る
の
だ
ろ
う
か
。

lま

寝

{
潜
黄
門

(
述
哀
)

岳

①
 
劉

良

白

謂
悼
婦
詩
也
。

例
制
良
巴
く

婦

を

悼

む

を

謂

う

詩

な

り

と

(
校
勘
〕
謂

悼

婦

詩

也

「

謂

悼

婦

詩

」

州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

(
「
叫
」

を

欠

く

)

〈
陳
八
郎
本
・
明

[
訳
]

と
。劉

良

は

つ

婦

人

の

死

を

悼

む

気

持

ち

を

う

た

っ

た

詩

で

あ

る

、

、伍
①

劉

良

臼

詩

全

体

の

内

容

を

概

説

す

る

注

。

01 

02 

{
青
春
速
天
機

素
秋
融
白
日
】

播@李

岳善

悼日

亡

詩楚①

臼辞

臼

青
春
受
謝
。

躍
霊
運
天
機
、

四
節
代
選
逝
。



③
 
劉
禎
与
臨
池
侯
書
目
、
粛
以
素
秋
則
落
也
。

@
 
製
品
良
田
、
天
機
、
旋
機
。
運
時
之
急
速
、
忽
及
素
秋
央
。

に
巴
く

「
青
春
謝
を
受
く
」

「

曜

霊

天

機

を

運

り

、

四

節

代

わ

る

李
善
日
く
、
『
楚
辞
』

潜
岳
「
悼
亡
詩
」
に
日
く
、

が
わ
る
遷
逝
す
」
と
。

劉
棋
の
「
臨
池
侯
に
与
う
る
書
」

て
即
ち
落
つ
る
な
り
」
と
。

劉
良
日
く
、
「
天
機
は
、

し
て
、
忽
ち
素
秋
に
及
ぶ
」

と

に
日
く

「
粛
と
し
て
素
秋
を
以

時

を

運

ら

す

こ

と

の

急

速

に

斑
機
な
り
。

。
と

[
校
勘
〕

娃
辞
日

「
楚
対
日
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
冨
子
監
本
・
明
州
本
〉

「
楚
詞
日
」
〈
秀
州
本
〉

青

春

受

謝

「

青

春

愛

部

」

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

監

本

・

明

州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

碇

機

斑

魂

〈

棟

八

郎

本

・

明

州

本

・

秀

州

本

・

建

州

本

〉

忽
及
素
秋
失
.
「
忽
及
素
秋
」
(
「
央
」
を
欠
く
)
〈
棟
八
郎
本
・
明

州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

〔-訳
李
善
は
二
一
一
口
う
。

っ
た
後
を
受
け
る
」

播

岳

の

「

悼

亡

詩

」

に

言

う

、

「

太

陽

が

自

然

の

運

行

に

従

っ

て

め

ぐ
り
、
四
つ
の
季
節
が
か
わ
る
が
わ
る
に
う
つ
ろ
っ
て
い
く
」
と
。

『
楚
辞
』

シ」

「
春
が

(
丸
、
)

陰
の
躍
り

に一一一一?っ

が
去

吋
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注

滞
黄
門
(
述
哀
)
岳

に一一一
z
?っ、

「
し
ず
か
に
秋
に
な
る

劉
棋
の
「
臨
揃
侯
に
与
う
る
書
」

と
(
葉
、
が
)
落
ち
る
」
と
。

劉
良
は
一
一
一
一
口
う
。
「
天
機
と
は
、
天
体
を
観
測
す
る
機
械
、
す
な
わ
ち

揮

天

儀

で

あ

る

。

時

の

移

り

変

わ

り

が

急

速

で

、

す

ぐ

に

秋

に

な

っ

て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。

(
注
]①

楚

辞

日

「

青

春

」

の

先

行

用

例

を

示

す

注

。

『

楚

辞

』

「

大

招

」

に
、
「
青
春
受
鮒
」
と
あ
り
、
王
逸
は
「
端
、
去
也
。
樹
、
一
作
謝
(
餅

は

、

去

る

な

り

。

謝

、

一

に

謝

に

作

る

ご

と

注

し

て

い

る

。

「

受

」

を

「
愛
」
と
す
る
本
が
多
い
が
、
「
受
」
が
適
切
で
あ
る
。
『
楚
辞
』
「
大

招

」

は

、

「

青

春

受

樹

、

由

自

昭

只

。

春

気

蜜

発

、

万

物

建

只

(

青

春

き
そ

鮒

を

受

け

、

白

日

昭

か

な

り

。

春

気

奮

発

し

、

万

物

濯

う

ご

と

続

き

、

ヤ

』

ヤ

』

々

C

春

の

景

が

続

く

。

「

青

春

愛

謝

(

青

春

愛

に

謝

る

ご

と

読

め

ば

、

春

が

去
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
以
下
の
文
脈
に
合
わ
な
く
な
る
。

ま

た

、

二

勾

自

に

見

え

る

「

白

日

」

も

、

こ

の

「

大

招

」

匂

中

に

見

え

る

。

李

善

が

こ

の

続

き

の

匂

を

引

か

な

か

っ

た

の

は

、

「

大

招

」

中

の

「

自

国

」

は

春

の

太

陽

で

あ

り

、

こ

の

詩

に

於

い

て

は

秋

の

自

の

太

陽

で

あ

る

。

季

節

の

違

い

を

意

識

し

た

た

め

、

「

楚

辞

」

に

あ

る

「

由

自
」
を
含
む
匂
の
引
用
を
控
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

②

播

岳

悼

亡

詩

臼

「

天

機

」

の

先

行

用

例

。

こ

の

後

も

潜

岳

の

「

悼

亡

詩

」

を

踏

ま

え

た

と

思

わ

れ

る

句

が

複

数

見

え

る

の

で

、

語

句

の

先

行

用

例

が

播

岳

の

匂

中

に

見

え

る

こ

と

を

示

す

目

的

も

有

す

る

注

と

な

っ

て

い

よ

う

。

ま

た

、

「

天

機

」

の

語

こ

そ

用

い

ら

れ

て

い

な

い

が

、

こ

こ

に

引

用

さ

れ

た

「

悼

亡

詩

」

の

句

と

の

類

似

句

が

播

岳

の

別

作

品

三
五
頁
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に

あ

る

の

で

挙

げ

て

お

く

。

「

募

締

賦

」

(

『

文

選

』

巻

十

六

)

に

あ

さ

す

み

点

、

は

、

「

曜

撃

陣

部

趨

港

分

、

四

節

運

而

推

移

(

曜

霊

嘩

ら

か

に

し

て

温

A
Y
 

か

に

巡

き

、

四

節

運

り

て

推

移

す

ご

と

あ

る

。

③

劉

禎

与

臨

消

侯

番

「

素

秋

」

の

先

行

用

例

。

詩

題

に

あ

る

「

臨

池
侯
」
は
、
曹
植
の
こ
と
。
『
一
ニ
関
志
』
陳
思
王
権
伝
(
巻
十
九
)
に
、

「

(

建

安

)

十

九

年

、

従

臨

菌

侯

」

と

あ

る

。

こ

の

詩

は

逸

詩

で

、

こ

の
句
を
除
い
て
は
現
在
に
伝
わ
ら
な
い
。

④

劉

良

臼

一

句

自

に

見

え

る

「

天

機

」

の

説

明

と

、

一

・

二

句

自

の
概
説
。
劉
良
は
「
天
機
」
を
「
斑
機
(
磯
)
」
、
す
な
わ
ち
天
文
観
測

の

機

械

と

注

す

る

が

、

そ

れ

に

限

定

す

る

こ

と

は

な

い

だ

ろ

う

。

李

善

は
、
潜
岳
の
「
脳
内
亡
詩
」
の
「
曜
霊
運
天
機
」
の
句
に
対
し
、
陳
淋
の

「

柳

の

賦

」

の

「

天

機

之

運

旋

、

夫

何

逝

之

速

也

(

天

機

の

運

旋

、

夫

れ

名

何

ぞ

逝

く

こ

と

の

速

や

か

な

る

)

」

の

句

を

引

く

。

自

然

の

運

行

の
こ
と
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。 播

岳

03 

04 

{
美
人
帰
重
泉

棲

無
終
畢
}

終

塁張@音李
、銑決著

書目、日

不、重

極美逐詩書①

也人龍岳

反悼

亡

z寺
田

之
子
帰
窮
泉
、

重
壌
、
氷
幽
隔
。

接

槍

謂
岳
妻
。

重
泉

深
泉
也
。

悲
傷
也
。

李

善

臼

く

し
、
重
壌

音
決
に
、

播
岳
の
「
悼
亡
詩
」
に
巴
く
、

永
し
え
に
幽
隔
す
」
と
。

重
は
逐
龍
の
反
な
り
、

「
之
の
子

窮

泉

に

帰

と

ニ
ム
ハ
頁

張

銑

日

く

、

美

人

は

、

岳

の

妻

を

謂

う

。

重

泉

は

、

懐

槍
は
、
悲
傷
す
る
な
り
。
終
畢
無
し
と
は
、
極
ま
ら
ざ
る
を
言
う
な
り
。

深
泉
な
り
。

〔
校
勘
〕(
異
同
な
し
)

(
訳
〕李
善
は
ニ
一
一
口
う
。

て
ゆ
き
、

播

岳

の

「

悼

亡

詩

」

に

、

「

妻

は

土

の

下

へ

と

帰

つ

何

層

に

も

重

な

る

土

は

、

私

と

妻

と

を

永

遠

に

隔

離

し

て

い

と
あ
る
、
と
。

る
」
『
音
次
』
に
い
う
、
「
重
」

な
る
の
意
)
で
あ
る
、
と
。

張
銑
は
言
う
。
「
美
人
」
と
は
、
滞
岳
の
妻
の
こ
と
で
あ
る
。
「
重
泉
」

と

は

、

深

い

泉

の

こ

と

で

あ

る

。

「

懐

槍

」

と

は

、

悲

し

み

傷

む

さ

ま

で

あ

る

。

「

終

畢

無

し

」

終

わ

る

こ

と

が

な

い

こ

と

を

言

う

。

は

逐

龍

の

反

(
チ
ョ
ウ
と
読
む
、

か
さ

と

は

会張

(
注
〕①

潜

岳

悼

亡

詩

日

播

岳

の

作

品

か

ら

、

類

似

句

を

提

示

し

て

い

る

注
。
「
之
子
」
は
妻
を
一
一
一
一
口
う
。
潜
岳
「
悼
亡
詩
」
に
対
す
る
李
善
注
で

は

、

「

之

子

、

謂

妻

也

(

之

の

子

と

は

、

妻

を

言

う

な

り

ご

と

あ

る

。

「
之
子
」
は
、
『
詩
経
』
河
南
・
桃
天
に
、
「
桃
之
夫
夫
、
灼
灼
其
華
。

之

子

子

帰

、

宜

其

室

家

(

桃

の

夫

夫

た

る

、

灼

灼

た

り

其

の

華

。

之

の

子

子

き

帰

ぐ

、

其

の

室

家

に

宜

し

か

ら

ん

)

」

と

あ

り

、

鄭

筆

は

「

之

子
、
嫁
子
也
(
之
の
子
と
は
、
嫁
ぐ
子
な
り
ご
と
一
一
一
一
口
う
。
江
掩
の
「
美

人

帰

重

泉

」

の

句

は

、

播

岳

の

「

之

子

帰

窮

泉

」

の

句

と

較

べ

る

と

、



使
用
す
る
語
が
違
う
だ
け
で
、
内
容
は
同
じ
と
一
一
出
回
っ
て
よ
い
。
続
く
匂

も
、
と
も
に
永
遠
の
断
絶
を
述
べ
て
お
り
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

②

張

銑

日

「

美

人

」

「

重

泉

」

「

無

終

畢

」

の

語

釈

。

「
壊
槍
」

05 

06 

{
殖
宮
己
粛
清

松
栢
転
鷲
悲
】

①
 

本
ナ
善
呂
、
陸
機
挽
歌
田
、
捜
宮
何
噌
々
。

②
 
寡

婦

賦

巳

、

虚

坐

今

粛

清
o

mw 
仲
長
子
畠
言
日
、
古
之
葬
者
、
松
柘
梧
棉
以
識
其
墳
。

④
 
楚
辞
日
、
藤
琴
今
草
木
揺
落
市
変
衰
。

音
決
、
蹟
必
刃
反
。

⑤
 
李
屑
翰
呂
、
粛
清
、

猶
寂
実
也
。

斎

悲

嵐
吹
松
栢
声
也
。

李
善
日
く
、
陸
機
の
「
挽
歌
」
に
、
「
嬢
宮

「
寡
婦
の
賦
」
に
日
く
、
「
虚
坐
粛
清
た
り
」

仲
長
子
の
円
昌
ニ
一
一
口
』
に
日
く
、
「
古
の
葬
は
、

の
墳
を
識
る
な
り
」
と
。

一
楚
辞
』
に
日
く
、
「
薪
悲
と
し
て
草
木
揺
落
し
て
変
衰
す
」

『
音
決
』
に
、
績
は
必
刃
の
反
な
り
、
と
。

李

周

翰

日

く

、

粛

清

は

、

猶

お

寂

箕

の

ご

と

く

な

り

。

の
松
柘
を
吹
く
声
な
り
、
と
。

何
ぞ
噌
々
た
る
」

'
Y
」。

と

松

栢

梧

桐

は

以

て

其
と

議
悲
は

[
校
勘
〕
楚
辞
日

李
周
翰
臼

「楚

良i詞l
日日

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
明
川
本
〉

〈
建
州
本
〉

『
文
選
集
注
い
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注

様
黄
門
(
述
哀
)
岳

嵐

吹

松

栢

声

也

「

風

吹

松

栢

声

」

明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

(

「

山

也

」

〈
陳
八
郎
本

を
欠
く
)

(
-
訳
]李
善
は
言
う
。
陸
機
の

な
ん
と
騒
が
し
い
こ
と
か
」

(
播
岳
の
)
「
寡
婦
の
賦
」

と
し
て
い
る
」
と
。

伸
長
統
の
円
昌
言
』
に
言
う
、
二
日
の
埋
葬
で
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
墓
で
あ
る
こ
と
を
識
別
し
た
」
と
。

円
楚
辞
』
(
九
諦
)
に
言
う
、
「
秋
風
が
物
寂
し
く
吹
き
付
け
、

葉
が
落
ち
て
、
枝
葉
は
色
を
変
え
て
枯
れ
衰
え
る
」
と
。

『
音
決
』
に
言
う
、
「
穣
」
は
、
必
刃
の
反
(
ひ
ん
)
で
あ
る
、

李

閤

翰

は

言

う

。

「

粛

清

」

と

は

、

寂

箕

(

物

寂

し

い

さ

ま

)

う

な

意

味

で

あ

る

。

「

粛

悲

」

と

は

、

風

が

松

や

柏

に

吹

き

付

け

枝
葉
を
鳴
ら
し
)
た
音
で
あ
る
、

「
挽
歌
」

と
。

「
か
り
も
が
り
の
堂
の

に一一一一回う

に
言
う
、

「
人
の
い
な
い
席
は
ひ
っ
そ
り

松
栢
や
梧
桐
は木

σコ
との
よ
(
て

と

風

〔
注
〕①
健

機

挽

歌

日

「

嫡

宮

何

噌

々

、

哀

饗

沸

中

間

(

積

宮

何

ぞ

噌

々

た

る

、

哀

響

中

間

に

沸

く

)

」

(

『

文

選

』

巻

二

十

八

)

と

あ

る

0

7嫡
宮

」

の

先

行

用

例

を

示

す

注

。

磯

宮

に

棺

が

あ

る

う

ち

は

、

陸

機

の

詩

に

あ

る

よ

う

に

、

死

者

を

弔

う

人

が

そ

こ

に

集

ま

り

、

悲

し

み

の

声
で
喧
し
い
。
李
善
が
山
引
い
た
「
磯
宮
」
の
例
は
、
死
者
が
埋
葬
さ
れ

る
前
の
摘
宮
の
様
子
を
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。
江
掩
の
匂
中
の
「
嫡
{
呂
」

は

、

そ

れ

と

は

異

な

り

、

既

に

死

者

の

入

っ

た

桔

が

地

中

に

埋

め

ら

れ

三
七
頁



筑
波
中
国
文
化
論
議

第
二
十
九
号

ニ
O

一O

た

後

の

機

宮

で

あ

り

、

陸

機

の

詩

中

の

状

況

と

は

異

な

る

。

そ
れ
は
注
と
し
て
不
適
切
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
棺
が
あ
る
う
ち
と
、

既
に
埋
め
ら
れ
た
後
の
騒
が
し
さ
と
静
け
さ
の
差
を
明
ら
か
に
し
、
「
購

宮
」
の
「
識
清
」
さ
を
引
き
立
て
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

②

寡

婦

賦

日

「

奉

虚

坐

A
h
J

粛
清
、
恕
空
宇
品
勺
瞭
郎
(
虚
坐
の
粛
清

う
っ
た

た

る

を

奉

じ

、

空

宇

の

破

朗

な

る

に

惣

う

)

」

と

あ

る

。

「

粛

清

」

の

播
岳
句
中
の
先
行
用
例
を
一
不
す
。

③
仲
長
子
昌
一
一
一
一
回
日
「
仲
長
子
」
は
、
三
毘
貌
の
仲
一
長
統
。
「
松
栢
」

の

先

行

用

例

と

い

う

よ

り

は

、

「

松

栢

」

が

何

を

象

徴

す

る

も

の

で

あ

る

か

を

明

示

す

る

た

め

に

施

さ

れ

た

注

。

「

松

柘

」

は

、

四

季

を

通

し

て

葉

の

色

を

変

え

な

い

こ

と

か

ら

、

節

操

を

守

り

通

す

こ

と

や

、

長

く

繁

栄

す

る

こ

と

を

想

起

さ

せ

る

こ

と

が

多

い

。

こ

の

句

中

の

「

松

結

」

は

、

そ

の

意

味

で

は

な

く

、

墓

地

に

植

え

ら

れ

る

樹

木

で

あ

る

と

い

う

こ
と
を
示
す
た
め
に
、
こ
の
先
例
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

@

楚

辞

E

宋
玉
の
「
九
擦
」
。
「
薪
悲
」
の
先
行
用
例
。

⑤

李

周

翰

臼

「

薪

悲

」

の

語

釈

。

①
 

李
善
日
、
楚
辞
臼
、
聯
抑
士
山
市
自
軒
。

③
 
貿
遠
国
語
注
白
、
語
、
忘
也
。

③
 
説
文
苛
詩
呂
、
所
憂
非
但
一
。

音
決
、
拝
亡
が
反
。

③
 
陵
善
経
日
、
明
、

二問中。
07 

08 

{
侍

mw
未

能

蒋
「
粛
清
」

止

也

し
か
し
、

尋
念
非
但
一
】

備
仰
之
問
、

哀
情
未
止
、

尋

念

平

生

非

但

三
八
頁

李
蕃
日
く
、
内
楚
辞
』
に
日
く
、
「
聯
か
士
山
を
抑
え
て
自
ら
拝
む
」
と
。

資
遠
の
『
国
語
』
注
に
巴
く
、
「
軒
は
、
忘
な
り
」
と
。

到

の

文

帝

の

詩

に

日

く

、

「

憂

う

る

所

は

但

だ

一

た

び

な

る

の

み

に

非
ず
」
と
。

円
音
決
』
に
、
軒
は
亡
が
の
反
な
り
、
と
。

陸

善

経

由

く

、

「

再

は

、

止

む

な

り

。

僻

仰

の

問

、

ず
、
平
生
を
尋
念
す
る
こ
と
但
だ
一
事
に
非
ず
」
と
。

哀

情

未

だ

止

ま

[
校
勘
〕

楚
辞
日

陸

善

経

日

傭
仰
之
問
、

州
本
〉
尋

念

平

生

非

但

一

事

「

茸

尋

可

ヰ

d
非
但
一
一
週
」

明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

哀「楚

情済Id可i
来日日

止

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
明
州
本
〉

〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

欠

〈

陳

八

郎

本

・

明

州

本

・

秀

州

本

・

建

〈
陳
八
郎
本

(
訳
〕李
善
は
一
一
一
一
口
う
。

レ」。

『
楚
辞
』

「
少
し
気
持
ち
を
抑
え
て
自
ら
と
ど
ま

る
」
賀
遠
の
司
国
語
』

ル」。

注

に

い

う

「
事
と
は

忘

れ

る

と

い

う

こ

と

で

あ
る
」
貌
の
文
帝
の
詩
に
言
う
、

と
で
は
な
い
」
と
。

『
立
国
決
』
に
言
う
、

「

憂

え

る

こ

と

は

ひ

と

た

び

ば

か

り

の

軒

は

亡

が

の

反

(
び
)

で
あ
る

と



陸

善

経

は

言

う

。

「

事

と

は

、

と

ど

め

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

わ

ず

か

な

間

で

も

、

悲

し

み

の

思

い

は

消

え

る

こ

と

は

な

く

、

妻

が

い

た

頃

を

思

い

求

め

る

こ

と

は

一

度

だ

け

と

い

う

こ

と

は

な

い

」

と

。

[
注
〕①
楚

辞

百

円

楚

辞

』

遠

瀞

。

「

碑

」

の

先

行

用

例

。

②

貰

遠

国

語

注

「

事

」

の

先

行

用

例

。

『

国

語

』

席

語

下

に

施

さ

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

注

。

偶

語

下

に

は

、

「

自

我

先

王

麗

・

宣

・

幽

・

平

市

貧

天

禍

、

至

子

今

未

草

(

我

が

属

・

宣

・

幽

・

平

の

天

禍

を

食

り

し

よ

り

、

今

に

至

る

ま

で

未

だ

高

ま

ず

)

」

と

あ

る

。

章

昭

は

「

臣

、

止
山
部
」
と
注
し
、
要
達
と
異
な
る
解
釈
を
し
て
い
る
。

③

貌

文

帝

詩

曹

杢

「

善

哉

行

」

に

、

「

君

子

多

苦

心

、

所

愁

非

但

一

(

君

子

に

苦

心

多

く

、

愁

う

る

所

は

佳

一

た

び

な

る

の

み

に

非

ず

)

」

と
あ
る
。
「
非
但
一
」
の
先
行
用
例
。

④

陸

一

普

経

臼

他

の

テ

キ

ス

ト

で

は

「

済

自

」

と

あ

り

、

呂

延

済

の

注

と

す

る

。

「

碑

」

に

つ

い

て

は

、

李

善

が

引

い

た

賀

濯

の

国

語

注

が

「

忠

る

」

と

解

す

る

に

は

従

わ

ず

、

孝

昭

と

問

機

に

「

止

む

」

と

解

す

る

。

ま

た

、

こ

の

陸

普

経

注

は

、

七

・

八

匂

自

の

解

釈

も

付

す

。

09 
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{
撫
衿
悼
寂
漠

悦

然

若

有

失

}

。

李

善

日

、

橋

岳

悼

亡

詩

臼

、

撫

衿

長

嘆

患

。

②
 王

逸

楚

辞

注

巴

、

侃

、

失

意

也

。

③
 
箔

陣

後

漢

撃

日

、

戴

良

見

黄

憲

、

音

決

、

悼

徒

到

反

。

侃

許

往

反

。

及
帰
間
然
若
有
失
。

吋
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注

播
黄
門
(
述
哀
)
岳

如

有劉③

所良

失日

也
a悼

J侃

驚
視
克
。

一
口
傷
此
寂
実

驚
視
左
右
、

傷
品
。

李
善
日
く
、

す
」
と
。

王

逸

の

『

楚

辞

』

注

に

日

く

、

況

は

、

意

を

失

う

な

り

、

活

醸

の

『

後

漢

書

』

に

日

く

、

「

戴

良

黄

憲

に

見

え

、

び

て

間

然

と

し

て

失

う

有

る

が

ご

と

し

」

と

。

円

音

決

』

に

、

悼

は

徒

到

の

反

な

り

、

侃

は

許

往

の

反

な

り

、

劉

良

臼

く

、

悼

は

、

傷

む

な

り

。

況

は

、

驚

き

見

る

の

克

(

税

)

り

。

此

の

寂

箕

を

傷

み

、

驚

き

左

右

を

祝

る

に

、

失

う

所

有

る

が

ご

と

き
を
言
う
な
り
、
と
。

播

岳

の

「
悼
亡
詩
」

に

日

く

「

衿

を

撫

し

て

長

嘆

息

と
帰

る

に

及
と

な

〔
校
勘
]

撫

衿

長

嘆

息

「

撫

栂

長

時

怠

」

.
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

王

逸

楚

辞

注

臼

「

王

逸

楚

詞

注

巴

」

監
本
・
明
州
本
〉

箔

陣

後

漢

書

臼

「

後

漢

書

日

」

(

「

司

叶

了

を

欠

く

)

拐

刻

本

・

国

子

監

本

・

明

州

本

・

秀

州

本

・

建

州

本

〉

同

然

若

有

失

「

間

然

若

有

失

叫

」

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

監

本

・

明

州

本

・

秀

州

本

〉

驚

視

克

「

驚

視

羽

」

〈

明

州

本

・

秀

州

本

・

建

州

本

〉

如

有

一

的

失

也

「

有

所

失

也

」

(

「

如

」

を

欠

く

)

〈

陳

八

郎

本

・

明

州

本

・

秀

州

本

・

建

州

本

〉

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

監

本

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

〈
尤
刻
本
・

三
九
頁



筑
波
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論
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(
訳
]李替
は
一
一
出
向
う
。

「
悼
亡
詩
」

「
衿
を
撫
で
て
長
々
と
溜

『

音

次

』

「

悼

」

は

徒

到

の

反

は
許
往
の
一
反
(
き
ょ
う
)
で
あ
る
、
と
。

制
的
良
は
一
一
一
一
口
う
、
「
悼
と
は
、
悲
し
む
こ
と
で
あ
る
。
驚
き

視

る

様

子

で

あ

る

。

こ

の

物

寂

し

さ

を

悲

し

み

、

は

っ

と

し

て

左

右

を

見

て

み

る

と

、

喪

失

感

に

襲

わ

れ

た

よ

う

に

な

る

、

と

言

っ

て

い

る

の

播

岳

の

と
あ
る
。

患

を

つ

く

王
逸
の
吋
楚
辞
』

シ」。

注
に
一
一
回
向
う

「
況
と
は

失
意
の
さ
ま
で
あ
る
」

活
躍
の
『
後
漢
撃
』
に
一
一
=
?
っ
、
「
戴
良
は
黄
憲
に
会
っ
た
が
、

と

き

に

は

ぼ

ん

や

り

と

し

て

何

か

を

失

く

し

た

か

の

よ

う

だ

つ

た

」

あ
る
。

に一一一一口う

(
と
う
)

で
あ
り

院

と

は

で
あ
る

と

帰

る

「
侃
」

(
注
〕①

播

岳

悼

亡

詩

日

潜

岳

に

「

撫

衿

」

の

語

が

用

い

ら

れ

た

詩

が

あ

る
こ
と
を
示
す
。
「
悼
亡
詩
」
に
は
、
「
撫
衿
長
嘆
息
、
不
覚
沸
一
語
胸
(
衿

を

撫

し

て

長

嘆

息

し

、

覚

え

ず

梯

胸

を

一

揺

す

ご

と

あ

る

。

②

王

逸

楚

辞

注

日

円

楚

辞

』

少

司

命

の

王

逸

注

。

「

臨

嵐

侃

分

浩

歌

(

風

に

臨

み

て

呪

と

し

て

浩

歌

す

)

」

の

匂

に

、

王

逸

は

「

況

、

失

意
貌
」
と
注
し
て
い
る
。

③
活
嘩
後
漢
章
一
幽
臼
他
の
テ
キ
ス
ト
は
「
箔
嘩
」
を
欠
く
。
『
後
漢

書

』

と

い

う

名

の

史

警

は

活

躍

の

も

の

以

外

に

も

あ

り

、

円

精

』

経

四

O
頁

と

籍

志

(

巻

二

十

八

)

に

は

、

呉

の

謝

承

や

晋

の

謝

沈

に

よ

る

『

後

漢

が

あ

っ

た

と

記

さ

れ

て

い

る

。

そ

れ

ら

の

『

後

漢

書

』

と

は

異

な

る

と

い

う

こ

と

を

明

ら

か

に

す

る

た

め

、

底

本

は

「

活

躍

」

を

加

え

た

も

の

と
思
わ
れ
る
。
当
該
の
逸
話
は
『
後
漢
書
』
黄
憲
伝
(
巻
五
十
一
ニ
)
に

見

え

る

。

「

同

郡

戴

良

才

高

偲

倣

、

市

克

憲

未

嘗

不

正

容

、

及

帰

、

間

然

若

有

失

也

(

伺

郡

の

戴

良

才

高

く

倍

激

に

し

て

、

憲

に

見

え

て

未

だ

嘗

て

容

を

正

さ

ず

ん

ば

あ

ら

ず

、

帰

る

に

及

び

て

間

然

と

し

て

失

う

有

る

が

ご

と

し

ご

。

「

若

有

失

」

の

先

行

用

例

と

し

て

挙

げ

ら

れ

て

い

る

。

な

お

、

さ

ら

に

先

行

す

る

用

例

と

し

て

、

貌

の

呉

質

の

「

答

東

阿

王
蓄
」
に
「
情
若
有
失
」
と
あ
る
。

④
劉
良
臼
「
悼
」
「
侃
」
の
語
釈
と
、
九
・
十
句
自
の
解
釈
。
「
侃
」

の

意

味

の

解

釈

が

、

李

善

が

引

用

し

て

い

る

楚

辞

注

と

は

異

な

っ

て

い

る
。
李
基
口
の
解
釈
と
劉
良
の
解
釈
の
い
ず
れ
が
適
切
で
あ
る
か
は
判
断

が

難

し

い

が

、

劉

良

の

解

釈

は

、

解

釈

の

根

拠

と

な

る

先

例

が

示

さ

れ

て
い
な
い
た
め
、
李
善
注
の
方
が
信
溶
性
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 島田

11 
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{
明
月
入
締
窓

努
繋
想
慧
質
】

①
 

李
基
口
白
、
潜
岳
悼
亡
詩
日
、

氏
霊
、
初
梯
観
爾
容
。

②
 
古
詩
日
、
交
疏
結
締
窓
。

③
 
左

九

績

武

帝

納

皇

后

煩

目

、

如

蘭

之

夜

。

音
決
、
努
芳
往
反
、
都
弗
芳
味
反
。

@
 
呂
向
臼
、
努
第
、
相
見
克
。
意
質
、
一
一
一
一
口
耀
質
芳
茶
如
蘭
慧
品
。

経

呂

、

恵

質

、

柔

之

質

。

今

案

、

陸

善

経

本

葉

為

恵

。

歳

寒

無

与

問

朗
月
何
牒
騰
。

独

無

李

慧
蘭
伺
類
。

故
変
文
耳
。

陸

善



李

日

く

、

播

岳

の

「

悼

亡

詩

」

に

日

く

、

「

歳

寒

く

し

て

与

に

同

に

す

る

無

く

、

朗

月

何

ぞ

瀧

瀧

た

る
c

独

り

李

氏

の

霊

の

、

初

梯

と

し

て
が
の
容
を
観
る
無
し
」
と
。

古
詩
に
日
く
、
「
交
疏
結
締
の
窓
」
と
。

左

九

嬢

の

「

武

帝

の

皇

后

を

納

る

る

煩

」

に

日

く

、

「

蘭

の

茂

る

が

ご
と
し
」
と
。
慧
・
蘭
は
同
類
な
り
。
故
に
文
を
変
ず
る
の
み
。

『
音
決
』
に
、
努
は
芳
往
の
反
な
り
、
第
は
芳
味
の
反
な
り
、
と
。

呂
向
日
わ
く
、
「
ノ
努
揺
は
、
相
見
る
の
克
な
り
。
慈
質
は
、
体
質
の

芳

芥

と

し

て

蘭

慈

の

ご

と

き

を

言

う

な

り

」

と

。

陸

善

経

由

く

、

「

恵

質

は

、

柔

恵

の

質

な

り

」

と

。

今

案

ず

る

に

、

陸

善

経

本

窓

を

恵

と

為
す
。

〔
校
勘
〕
歳
寒
無
与
需
「
歳
寒
無
.
期
間
」
〈
国
子
監
本
・
明
州
本
・
秀
川
本
〉

紡

梯

「

努

繋

」

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

監

本

・

明

州

本

・

秀

州
本
・
建
州
本
〉

交

疏

結

締

窓

「

交

縛

結

締

窓

」

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

J

国

子

監

本

.
明
州
本
・
建
州
本
〉

如

蘭

之

夜

「

如

関

之

社

」

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

監

本

・

明

州
本
・
秀
州
本
〉

慈

関

同

類

「

慧

関

類

」

(

「

同

」

を

欠

く

)

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国
子
監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
川
本
〉

故

変

文

耳

「

故

変

之

耳

」

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

院

本

・

明

州
本
・
建
州
本
〉

吋
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
持
」
訳
注

播
黄
門
(
述
哀
)
岳

「
規
.
見
克
」
〈
陳
八
郎
本
〉

「
制
見
絹
」
〈
明
州
本
・
秀
川
本
・
建
州
本
〉

「
膿
質
芽
芳
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建

相
見
克

鵜

質

芳

茶

州
本
〉
如
蘭
慧
也

陸

善

経

由

本
・
建
州
本
〉

「
如
蘭
憲
」
(
「
山
也
」

控

善

経

本

慧

為

恵

を
欠
く
)

欠

〈
建
州
本
〉

〈
棟
八
郎
本
・
明
川
本
・
秀
川

[
訳
]李

善

は

言

う

。

播

岳

の

「

悼

亡

詩

」

に

、

「

寒

い

季

節

に

な

っ

て

も

一

緒

に

い

て

く

れ

る

人

は

い

な

い

、

明

る

い

月

は

何

故

に

お

ぼ

ろ

げ

な

の
だ
ろ
う
。
漢
の
武
帝
の
前
に
現
れ
た
と
い
う
李
夫
人
の
霊
の
よ
う
に
、

お

前

の

姿

を

そ

っ

く

り

見

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

は

何

も

な

い

」

と

あ

る。
古
詩
十
九
苦
に
言
う
、
「
格
子
型
の
彫
刻
を
施
し
た
窓
」

左

九

績

の

「

武

帝

が

皇

后

を

迎

え

た

煩

」

に

、

「

蘭

が

茂

っ

た

か

の

よ

う

で

あ

る

」

と

あ

る

。

慧

と

蘭

と

は

同

じ

種

類

の

植

物

で

あ

る

。

だ

か
ら
文
を
(
蘭
か
ら
慧
に
)
変
え
た
だ
け
な
の
で
あ
る
。

『
音
決
』
に
い
う
。
「
努
」
は
芳
往
の
反
(
ほ
う
)
で
あ
り
、
「
境
」

は
芳
味
の
反
(
は
つ
)
で
あ
る
。

呂

向

は

言

う

、

「

ふ

と

妻

を

見

る

さ

ま

で

あ

る

。

悪

質

と

は

、

か

ら

だ

の

か

ぐ

わ

し

さ

が

香

草

の

よ

う

で

あ

る

こ

と

を

言

う

」

と

。

陸

善

経

は
一
一
一
一
口
う
、
「
葱
質
と
は
、
お
だ
や
か
な
性
質
を
一
一
百
う
」
と
。
今
考
え
て

陸

善

経

本

で

は

、

「

懇

」

「

恵

」

と

し

て

い

る

。

み
る
に
、

と

を

四
一
一
良
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[
注
〕①
滞

岳

悼

亡

詩

日

滞

岳

「

悼

亡

詩

」

中

の

類

似

句

を

提

示

し

た

注

。

②

古

詩

日

古

詩

十

九

首

の

一

。

「

交

疏

結

締

窓

、

阿

閣

三

重

階

(

交

疏

結

締

の

窓

、

阿

閤

三

重

一

の

階

ご

と

あ

る

。

「

締

窓

」

の

先

行

用

例
を
提
示
す
る
。

③

左

九

鱗

武

帝

納

皇

后

頒

臼

「

葱

」

に

対

す

る

注

。

李

替

は

、

「

慈

」

を

「

翻

」

に

代

え

て

用

い

て

い

る

と

説

明

す

る

。

確

か

に

「

慧

」

は

麟

と

同

じ

香

革

の

類

で

、

斑

自

の

「

西

都

の

賦

」

に

は

「

樹

林

慈

草

」

と

見
え
る
。
し
か
し
、
李
善
が
引
い
て
い
る
左
九
績
の
句
か
ら
は
、
「
麟
」

か

ら

「

慈

」

を

導

き

出

し

、

か

つ

「

麟

」

が

「

葱

」

と

類

似

の

も

の

で

あ

る

、

と

い

う

こ

と

を

察

す

る

に

は

不

十

分

で

あ

る

。

こ

の

左

九

績

の

句

に

は

「

繭

」

の

字

が

あ

る

の

み

で

、

「

葱

」

は

見

え

な

い

。

そ

れ

が

ど

う

し

て

、

「

葱

・

麟

は

同

類

な

り

」

と

い

う

根

拠

に

な

る

の

で

あ

ろ

う

か

。

確

か

に

左

九

織

の

句

は

女

性

を

関

に

例

え

た

も

の

で

、

妻

の

姿

を
「
悪
質
」
と
一
一
言
う
こ
の
匂
と
は
、
そ
の
点
で
は
共
通
す
る
。
し
か
し
、

そ

れ

だ

け

で

「

慧

・

簡

は

同

類

な

り

」

と

言

う

の

は

少

々

難

し

い

で

あ

ろ
う
。
③

呂

向

日

十

二

匂

自

に

対

す

る

注

。

「

努

緊

」

「

慧

質

」

の

解

釈

を

述
べ
る
。
「
恵
」
に
つ
い
て
呂
向
は
「
如
繭
慧
」
と
言
い
、
李
善
同
様
、

「

慧

」

を

説

明

す

る

の

に

「

蘭

」

を

用

い

て

い

る

。

「

慈

」

が

見

慣

れ

た
文
字
で
は
な
い
た
め
、
「
繭
」
の
字
と
と
も
に
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、

理
解
し
や
す
く
な
る
の
だ
ろ
う
。

13 

14 

{
消
憂
非
萱
草

永
懐
寄
夢
{
妹
}

四
二
頁

①
 
毛

詩

日

李
蕃
日
、

忘
憂
也
。

φ
 
毛
詩
日
、
終
其
永
懐
。

③
 
寡
婦
紙
日
、
願
仮
夢
以
通
霊
。

音

決

、

萱

火

哀

反

。

様

、

協

韻

、

亡

日

反

。

下

如

字

。

@
 
張
銑
日
、
萱
草
之
名
、
可
忘
憂
也
。
一
一
一
一
回
岳
之
憂
非
萱
草
所
能
消
、

懐
想
夢
媒
而
巳
也
。

鷲
得
設
革
、

一
一
一
一
口
樹
之
背
。

毛
蓑
日
、

譲

草

令

人イ旦

李
善
日
く
、
『
毛
詩
』
に
日
く
、

を

背

に

樹

え

ん

」

と

。

毛

蓑

日

く

、

し
む
る
な
り
」
と
。

『
毛
詩
』
に
日
く
、

寡
婦
の
賦
に
日
く
、

と
。

「
駕
く
に
か
設
草
を
得
て
、
言
に
之

「

設

草

は

人

を

し

て

憂

い

を

忘

れ

「
終
に
其
れ
永
し
え
に
懐
う
」

「
夢
に
仮
り
て
以
て
霊
に
通
ぜ
ん
こ
と
を
願
う
」

と

吋
音
決
』

り
。
下

寂
は

に
、
萱
は
火
哀
の
反
。

の
ご
と
し
、
と
。

協
韻
な
り
、

亡

日

の

反

な

張

銑

臼

わ

く

こ
ろ
は
、

「
萱
草
の
名
は
、
憂
い
を
忘
る
べ
き
な
り
。
一
一
一
一
口
う
こ

岳

の

憂

い

は

萱

草

の

能

く

消

す

所

に

非

ず

、

但

だ

夢

膝

に

懐

シ」。

想
す
る
の
み
な
り
」

〔
校
勘
〕
令

人

忘

憂

也

「

令

人

忘

憂

」

(

「

也

」

を

欠

く

)

本

・

国

子

監

本

・

暁

州

本

・

秀

州

本

・

建

川

本

〉

萱

草

之

名

「

萱

草

司

名

」

〈

陳

八

郎

本

・

明

州

本

・

秀

州

本

・

建

州

本

〉

。

二

字

自

の

「

草

」

が

踊

り

字

に

な

り

、

底

本

(

乃

至

は

底

本

〈
尤
刻
本
・
判
明
刻



が

参

照

し

た

テ

キ

ス

ト

)

は

こ

れ

を

「

之

」

と

誤

っ

た

の

で

あ

ろ

う

。

岳

之

憂

「

岳

之

此

憂

」

〈

棟

八

郎

本

・

明

州

本

・

秀

州

本

・

建

州

本
〉
所

能

消

「

所

能

鎖

」

〈

陳

八

郎

本

〉

但

懐

想

夢

媒

「

恒

懐

夢

謀

」

(

「

司

」

州
本
・
秀
州
本
・
建
川
本
〉

市

己

也

「

市

己

」

(

「

山
U

」

を
欠
く
)

〈
棟
八
郎
本
・
明

を
欠
く
)

〈
練
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀

州
本
〉

(
訳
〕

『

毛

詩

』

「

ど

こ

か

で

忘

れ

草

を

手

に

入

れ

こ
れ
を
北
堂
に
植
え
よ
う
」
と
。
毛
蓑
は
ニ
一
一
口
う
、
「
設
草
と
は
、

人
に
憂
い
を
忘
れ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」
。

『
毛
詩
』
に
言
う
、
「
終
始
ず
っ
と
忠
い
続
け
る
」
と
。

活

岳

「

寡

婦

の

獄

」

に

言

う

、

「

夢

の

中

で

あ

な

た

の

霊

魂

と

出

会

い
た
い
と
願
う
」
と
。

『
音
次
』
に
い
う
、

亡

日

の

反

(

び

つ

)

と
。

李
善
は
一
一
一
一
口
う
。

て、

に一一=ロャつ

「
萱
は
火
裳
の
反

で

あ

る

。

下

の

(
け
ん
)
。
媒
は
韻
が
通
じ
て
、

(
十
五
匂
目
)
は
字
の
通
り
の
音

で
あ
る
」

張

銑

は

言

う

、

「

忘

れ

草

と

い

う

名

前

(

の

)

は

、

憂

い

を

忘

れ

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

る

。

港

岳

の

憂

い

は

忘

れ

草

で

も

消

す

こ

と

が

で

き

な

い

も

の

で

、

ひ

た

す

ら

夢

の

中

で

思

い

出

す

こ

と

し

か

で

き

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
。

[
注
]

『
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注

播
黄
門
(
述
哀
)
岳

①

毛

詩

日

『

詩

経

』

衛

風

・

伯

仲

J

。

毛

裏

は

こ

の

匂

に

「

譲

革

令

人

忘

憂

。

背

北

堂

山

也

(

設

草

は

人

を

し

て

憂

い

を

忘

れ

し

む

。

背

は

北

堂

な

り

ご

と

注

す

。

「

菅

一

革

」

の

先

行

用

例

を

示

し

た

注

で

あ

り

、

李

善

は

同

じ

忘

れ

草

の

「

設

革

」

を

山

引

い

て

説

明

し

て

い

る

。

な

お

、

話

康

の

「

養

生

論

」

に

「

萱

草

忘

憂

(

萱

草

は

憂

い

を

忘

る

ご

と

あ

る

。

②

毛

詩

日

『

詩

経

』

小

雅

・

正

月

に

、

「

終

其

永

壊

、

又

碧

陰

雨

(

終

に

其

れ

永

し

え

に

懐

い

、

又

た

陰

雨

に

碧

し

む

ご

と

あ

る

。

「

永

懐
」
の
先
行
用
例
。

③

寡

婦

賦

日

播

岳

「

寡

婦

の

賦

」

。

「

願

仮

夢

以

通

霊

今

、

而

不

寝

(

夢

に

仮

り

て

以

て

霊

に

通

ぜ

ん

こ

と

を

願

う

も

、

と
し
て
寝
ね
ず
)
」
と
あ
る
。
播
岳
の
作
品
中
か
ら
、

の
類
似
勾
を
提
示
し
い
る
注
。

③

張

銑

臼

「

萱

草

」

釈
し
た
注
。

永

壊

寄目

夢は呂

媒嫡嫡
」畑畑

の
説
明
と
、

-

十

四

匂

自

の

内

容

を

解

十

15 

16 

{
夢
媒
復
冥
冥

何

由

観

爾

形

}

冥
文@、李

子幽善

巴味日
、也

。潜①

岳

及

永

逝

臼

既

目

遇

分

無

兆

ハ
冊
目
賠
膝
令
不
夢
。

冥

慮
患
於
冥
冥
之
外
也
。

音
決
白
、
冥
亡
了
反
。
観
徒
的
反
。

③
 
李
周
翰
田
、
冥
々
、
昏
関
也
。
一
一
呂
夢
膝
之
中
又
昏
関
、

之
形
容
。

何

従

得

見

欝

李

善

日

く

播
岳
の

「
哀
永
逝
」

に

臼

く

「
既
に
自
遇
う
も
兆
無

四
三
頁
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曾

て

路

牒

に

夢

み

ず

」

冥

冥

と

は

、

凶

昧

な

り

。

『
文
子
』
に
日
く
、
「
患
い
を
冥
冥
の
外
に
躍
る
な
り
」
と
。

『
音
決
』
に
日
く
、
「
冥
は
亡
了
の
反
な
り
。
離
は
徒
約
の
反
な
り
」

シ」。
く

と

李
田
川
翰
日
く
、
「
冥
々
は
、
昏
関
な
り
。
一
言
う
こ
こ
ろ
は
、
夢
煤
の

中
も
又
た
昏
閤
な
り
、
何
に
従
り
で
か
か
の
形
容
を
見
る
を
得
ん
」
と
。

(
校
勘
]

潜

岳

永

逝

臼

「

播

一

面

哀

永

逝

賦

日

」

子
監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

既

自

遇

分

無

兆

一

既

自

遇

令

無

眺

」

〈

秀

州

本

〉

冥

冥

之

外

也

「

冥

冥

之

外

」

(

「

也

」

を

欠

く

)

本
・
因
子
監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

「
昏
晴
也
」
〈
秀
州
本
〉

「
爾
之
形
容
也
」

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国

〈
尤
刻
本
・
胡
刻

昏
閤
也

爾
之
形
容

〈
陳
八
郎
本
〉

〔
訳
李
は
一
一
一
一
口
う
。

ん
だ
時
で
も
、

「
哀
永
逝
文
」

「
以
前
ま
ぶ
た
に
浮
か

き

ざ

し

は

な

く

、

か

潜
岳
の

(
あ
な
た
に
出
会
え
る
よ
う
な
)

つ
て
は
寝
て
も
覚
め
て
も
夢
に
見
る
こ
と
も
な
か
っ
た
」

冥
」
と
は
、
暗
く
深
い
さ
ま
で
あ
る
。

司
文
子
』
に
い
う
。
「
禍
を
暗
摺
の
外
に
慮
る
」
と
。

『
音
次
』
に
一
士
一
口
う
。
「
冥
は
亡
丁
の
反
(
め
い
)

的
の
反
(
て
き
)
で
あ
る
」
。

李
潤
翰
は
一
マ
一
向
う
、
「
冥
々
と
は
、

と
あ
る
。

で
あ
る
。

競

は

徒

暗
い
こ
と
で
あ
る
。

夢

の

中

も

真

四
四
頁

つ
暗
で
、

ろ
う
か
、

ど

う

ず

れ

ば

お

前

と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
の

姿

を

見

る

こ

と

が

で

き

る

の

だ

シ」。

妻

[
注
〕①
播

岳

哀

永

逝

白

濡

岳

の

「

哀

永

逝

文

」

こ

の

二

句

と

類

似

し

た

匂

を

引

い

て

い

る

。

妻

の

姿

に

す

ら

出

会

え

な

い

様

を

嘆

く

内

容

で

あ

る

。

ま

た

、

「

哀

永

逝

文

」

に

は

「

棺

冥

冥

今

挺

窃

窃

(

棺

は

冥

冥

と

し

て

、

堤

は

窃

窃

た

り

)

」

と

い

う

匂

も

あ

り

、

十

五

句

目

の

「

其

冥

」

の

語

も

見

え

る

。

江

掩

が

「

哀

永

逝

文

」

を

参

考

に

し

て

こ

の
匂
を
作
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

②

文

子

日

「

聖

人

先

福

於

重

関

之

内

、

慮

患

於

冥

冥

之

外

也

人

は

福

を

重

関

の

内

に

先

ん

じ

、

患

い

を

冥

冥

の

外

に

慮

る

ご

る
。
二
兵
冥
」
の
先
行
用
例
。

③

李

周

翰

日

「

冥

冥

」

か
ら

聖

と

あ

の
説
明
と
、

十

五

十
六
句
自
の
解
釈
。

17 

18 

{
我
意
北
海
術

爾

無

帝

女

霊

}

冥

①
 

李

善

目

、

列

異

伝

日

、

北

海

営

凌

有

道

人

能

使

人

与

死

人

相

見

。

郡

人

、

婦

死

己

数

年

。

関

市

往

見

之

日

、

願

令

我

一

見

、

死

不

恨

。

人
教
其
克
之
。
於
是
与
婦
棉
見
、
一
一
一
一
口
語
悲
喜
、
思
情
如
生
。
良
久
、

開

鼓

声

浪

々

。

不

能

出

戸

、

奄

門

乃

走

、

其

裾

戸

間

製

絶

而

去

。

後

歳

〈
示
、
此
人
死
。
家
葬
之
、
関
見
婦
棺
、
蓋
下
衣
裾
。

②
 
宋

玉

集

目

、

楚

襲

王

与

宋

玉

遊

於

雲

夢

之

野

、

望

朝

雲

之

館

、

有

気

駕

、

須

山

氏

之

問

、

変

化

無

窮

。

王

間

此

是

何

気

。

玉

対

日

、

昔

先

王

遊

於
高
堂
。
怠
而
昼
寝
、
夢
見
一
婦
人
自
一
五
、
我
帝
之
季
女
、
名
目
落
姫
。 関道乃



③
 

未
行
市
亡
、
封
於
忠
一
山
口
之
台
。
関
王
来
遊
、
願
薦
枕
席
。
王
因
幸
之
。

去
乃
ヰ
一
一
口
、
妾
在
亙
山
之
揚
高
丘
之
阻
、
日
一
為
朝
雲
、
暮
為
行
雨
、

暮
々
陽
台
之
下
。
日
一
市
視
之
、
果
如
其
言
。
為
之
立
館
、

@
 
呂
延
済
白
、
自
歎
無
見
死
之
術
、
歎
婦
無
見
夢
之
霊
。

朝
々

名
日
朝
高
官
官
。

李
善
日
く
、
円
列
異
伝
』
に
日
く
、
「
北
海
営
陵
に
道
人
の
能
く
人
を

し

て

死

人

と

棺

見

え

し

む

る

有

り

。

同

郡

の

人

、

婦

死

し

て

巳

に

数

年

な

り

。

聞

き

て

往

き

て

之

に

見

え

て

日

く

、

願

わ

く

は

我

を

し

て

一

た

び

見

え

し

め

ん

こ

と

を

、

死

す

と

も

恨

ま

ず

、

と

。

道

人

其

れ

を

し
て
之
に
見
え
し
む
。
是
に
於
い
て
婦
と
棺
見
る
に
、
悲
喜
を
言
語
し
、

思

情

生

く

る

が

ご

と

し

。

長

久

し

く

し

て

、

乃

ち

鼓

声

の

世

々

た

る

を

お
お

開

く

。

戸

を

出

づ

る

こ

と

能

わ

ず

、

門

を

奄

い

て

乃

ち

走

り

、

其

の

裾

戸

閉

じ

製

絶

え

て

去

る

。

後

歳

余

に

し

て

、

比

の

人

死

す

。

家

之
を
葬
る
に
、
婦
の
棺
を
開
き
見
る
に
、
蓋
下
に
衣
裾
あ
り
」
と
。

『

宋

玉

集

』

に

日

く

、

「

楚

の

襲

王

宋

玉

と

雲

夢

の

野

に

遊

び

、

朝
雲
の
館
を
望
む
に
、
気
有
り
、
須
由
民
の
間
に
、
変
化
し
て
窮
ま
り
無

し

。

王

此

れ

は

是

れ

何

の

気

な

る

か

を

問

う

。

玉

対

え

て

日

く

、

『

昔

先

王

高

堂

に

遊

ぶ

。

怠

し

て

昼

に

寝

ぬ

る

に

、

夢

に

一

婦

人

の

自

ら

、

我

は

帝

の

季

女

、

名

を

塔

姫

と

臼

う

。

未

だ

行

か

ず

し

て

亡

じ
、
京
一
山
口
の
台
に
封
ぜ
ら
る
。
王
の
来
遊
す
る
を
開
き
、
願
わ
く
は

枕

痛

を

薦

め

ん

、

と

云

う

を

見

る

。

王

因

り

て

之

を

幸

す

。

去

ら

ん

と
し
て
乃
ち
言
う
、
妾
は
広
一
山
の
楊
・
高
丘
の
阻
に
在
り
、
日
一
に
は
朝

…
唯
一
試
と
為
り
、
暮
れ
に
は
行
雨
と
為
り
、
朝
々
暮
々
陽
台
の
下
に
、
と
。

日
一
に
し
て
之
を
視
れ
ば
、
果
た
し
て
其
の
言
の
ご
と
し
。
之
が
為
に
館

を
立
て
、
名
づ
け
て
割
引
雲
と
日
う
』
」
と
。

『
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
控

滞
黄
門
(
述
哀
)
岳

呂

延

済

日

く

「

自

ら

死

に

見

ゆ

る

の

術

無

き

を

歎

き

レ
い
。

婦

に

夢

に

見
わ
る
る
の
霊
無
き
を
歎
く
」

[
校
勘
〕
死

不

恨

「

死

人

不

恨

」

本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

道

人

教

其

見

之

「

選

教

其

見

之

」

本

・

明

川

本

・

建

Mm
本
〉「
選
教
其
人
見
之
」
〈
秀
州
本
〉

於

是

与

婦

相

見

「

於

是

与

婦

人

相

見

」

〈

尤

刻

本

・

拐

刻

本

・

国

子
監
本
・
明
州
本
・
秀
川
本
・
建
川
本
〉

抽

次

々

「

吋
l
M
1

」

〈

尤

刻

本

〉

※

底

本

は

「

怯

」

と

も

「

恨

」

と

も

判
読
し
難
い

奄

門

乃

走

「

叫

門

乃

走

」

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

明

州

本

・

秀

州

本
・
建
州
本
〉

其

裾

戸

閉

製

絶

而

去

「

其

裾

為

戸

却

閉

吋

絶

而

去

」

〈

尤

刻

本

・

拐
刻
本
・
国
子
監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

家

葬

之

「

家

人

葬

之

」

〈

秀

州

本

〉

蓋

下

衣

裾

「

葉

下

司

衣

裾

」

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

監

本

・

明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

宋

玉

集

日

「

宋

玉

集

云

」

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

監

本

・

明

州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

王

間

此

是

何

気

「

王

間

此

是

何

気

也

」

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子
監
本
・
明
川
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

遊

於

高

堂

「

遊

於

高

司

.

」

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

因

子

監

本

・

明

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

因

子

監

本

・

明

州

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

毘

子

監

四
五
頁
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州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

夢

見

一

婦

人

「

夢

見

婦

人

」

(

「

一

」

封

於

原

一

山

口

之

台

「

封

於

庄

山

之

台

」

子

監

本

・

明

州

本

・

秀

州

本

・

建

州

本

〉

旦

市

視

之

「

旦

母

視

之

」

〈

建

州

本

〉

呂

延

済

日

陳

八

郎

本

で

は

「

済

日

」

の

下

に

、

『

列

異

記

』

・

「

宋

玉

集

」

の

部

分

引

用

が

あ

る

。

も

と

も

と

李

善

の

注

で

あ

る

が

、

陳

八

郎

本

で

は

全

て

呂

延

済

が

施

し

た

注

の

よ

う

に

警

か

れ

て

い

る

。

陳

八

郎

本

の

、

こ

の

匂

に

対

す

る

注

は

以

下

の

よ

う

に

な

っ

て

い

る

。

「

済

臼

、

北

海

営

駿

県

有

道

人

能

令

与

死

者

相

見

。

同

郡

有

人

喪

婦

己

経

数

年

。

乃

教

見

之

、

言

語

悲

喜

、

恩

情

如

生

平

。

楚

壊

王

遊

高

謄

。

夢

見

婦

人

自

一

声

、

我

帯

之

季

女

、

名

港

姫

。

未

嫁

布

亡

。

関

王

遊

高

磨

、

願

薦

枕

席

。

自

歎

無

見

死

之

術

、

婦

無

克

夢

之

一

筆

。

」

秀

州

本

は

、

こ

れ

と

同

様

に

注

す

る

(

た

だ

し

、

明

州

本

が

「

楚

壊

王

」

と

す

る

笛

一

前

を

「

楚

襲

王

」

と

し

、

「

自

歎

」

の

前

に

「

岳

」

字

を

加

え

る

)

が

、

こ

の

後

に

さ

ら

に

二

番

日

」

と

し

て

、

『

列

異

伝

』

『

宋

玉

集

』

の

引

用

を

も
加
え
る
。

歎

婦

無

見

夢

之

霊

「

婦

無

見

夢

之

霊

」

(

「

対

」

を

欠

く

)

〈

明

州

本

・

建

州

本

〉

ま

た

、

建

州

本

は

こ

の

後

に

続

け

て

「

余

間

善

注

(

余

は

善

の

法

に

同

じ

ご

と

注

す

。

陳

八

郎

本

や

明

州

本

の

よ

う

に

、

呂

延

済

の

注

の

中

に

組

み

込

ま

れ

て

い

る

『

列

異

伝

』

『

宋

玉

集

』

の

話

を

指

し

て

、

こ

れ

が

李

善

注

と

重

複

す

る

こ

と

を

指

摘

す

る

。

:人
仏

〈欠

尤く
刻)

本〈
建

胡型
刻く/

本

態

?
訳
〕李
善
は
一
一
一
一
向
う
。

『
列
異
伝
』

「
北
海
の
営
陵
に

人

と

死

人

に一一一一回初つ

四
六
頁

と

を

対

面

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

道

人

が

い

た

。

伺

じ

郡

の

人

に

、

妻

が

亡

く

な

っ

て

、

も

う

数

年

が

経

過

し

て

い

た

者

が

い

た

。

そ

れ

を

聞

き
つ
け
て
、
行
っ
て
会
っ
て
一
一
一
日
う
に
は
、
『
ど
う
か
私
を
(
死
ん
だ
妻

に

)

会

わ

せ

て

く

だ

さ

い

、

そ

う

す

れ

ば

死

ん

で

も

恨

む

こ

と

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

』

。

道

人

は

、

彼

を

妻

に

会

わ

せ

た

。

そ

こ

で

妻

と

顔

を

合

わ

せ

、

悲

喜

こ

も

ご

も

の

情

を

語

り

あ

い

、

相

手

を

い

つ

く

し

む

思

い

は

生

前

さ

な

が

ら

で

あ

っ

た

。

し

ば

ら

く

す

る

と

、

(

終

わ

り

の

合

図

の

)

太

鼓

の

音

が

ド

ン

ド

ン

と

聞

こ

え

て

き

た

。

後

ろ

髪

を

引

か

れ

て

円

を

出

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

が

、

内

を

閉

じ

て

走

る

と

、

そ

の

裾

は

一

扉

に

挟

み

込

ま

れ

て

、

衣

が

裂

け

て

去

っ

て

い

っ

た

。

そ

の

後

一

年

ほ

ど

し

て

、

そ

の

人

は

亡

く

な

っ

た

。

家

の

人

が

彼

を

葬

ろ

う

と

し

て

、

妻

の

棺

を

開

け

て

見

て

み

る

と

、

蓋

の

下

に

衣

の

裾

が

あ

っ

た

J

一
宋
玉
集
』
に
ニ
一
一
同
う
。
「
楚
の
喪
王
は
宋
玉
と
雲
夢
沢
の
野
に
出
遊

し

、

朝

雲

の

館

を

見

上

げ

る

と

、

そ

こ

に

気

が

あ

り

、

僅

か

の

簡

に

際

眼

な

く

変

わ

っ

て

い

っ

た

。

王

は

、

こ

れ

は

ど

の

よ

う

な

気

で

あ

る

の

か

と

尋

ね

た

。

宋

玉

が

お

答

え

し

た

。

『

昔

、

先

代

の

王

(

懐

王

)

は

高

い

御

殿

に

お

出

ま

し

に

な

り

ま

し

た

。

け

だ

る

く

な

っ

て

昼

に

う

た

た

寝

を

す

る

と

、

夢

の

中

で

一

人

の

婦

人

、

が

こ

う

言

っ

て

い

る

の

を

見

ま

し

た

。

「

私

は

帝

(

赤

帝

)

の

末

の

娘

で

、

名

を

落

姫

と

申

し

ま

す

。

ま

だ

嫁

が

ぬ

う

ち

に

死

に

、

思

一

山

の

台

に

封

ぜ

ら

れ

ま

し

た

。

王

が

東

の

方

に

お

出

ま

し

に

な

っ

た

と

聞

き

、

枕

と

し

と

ね

を

お

勧

め

し

た

い

と

存

じ

ま

す

。

」

王

は

そ

こ

で

彼

女

を

寵

愛

し

ま

し

た

。

女

が

去

り

際

に

言

う

に

は

、

「

私

は

鹿

山

の

南

、

小

高

い

丘

の

険

所

に

お

り

、

明

け

方

に

は

耕

雲

と

な

り

、

夕

暮

れ

に

は

南

と

な

り

、

朝

な

夕

な

に

揚

台

の

下

に

お

り

ま

す

。

」

朝

に

な

っ

て

見

て

み

る

と

、

果

た

し

て

そ

の

言

葉



の

通

り

で

し

た

c

す
。
」
ご
呂

延

済

は

言

う

、

「

自

ら

死

者

に

会

う

術

が

な

い

こ

と

を

歎

き

、

た

、

妻

に

は

夢

に

現

れ

る

ほ

ど

の

霊

力

も

な

い

こ

と

を

歎

い

て

い

る

の

レ」。

女

の

た

め

に

館

を

建

て

朝

雲

と

名

付

け

た

の

で

で
あ
る

[
注
〕①

列

異

伝

臼

十

七

匂

自

「

北

海

術

」

の

典

故

の

提

示

。

死

者

と

出

会

う

術

を

持

っ

て

い

た

道

人

の

話

で

、

そ

の

道

人

の

よ

う

に

死

者

と

出

会

う

事

が

で

き

な

い

の

を

痛

慢

に

思

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。

こ

の

『

列

異

伝

』

の

話

の

中

の

男

の

よ

う

に

、

死

ん

だ

妻

と

出

会

う

事

が

で

き

る

の

で

あ

れ

ば

、

自

ら

の

死

を

も

厭

わ

な

い

、

と

い

う

強

い

思

い

を

含

ん

で
い
よ
う
。

②

宋

玉

集

日

十

八

句

目

「

脅

女

霊

」

の

典

故

の

引

用

。

宋

玉

の

「

高

麗

賦

」

序

に

出

て

く

る

、

楚

の

懐

王

の

夢

に

赤

帝

の

娘

が

現

れ

、

枕

席

を

勧

め

て

一

夜

を

と

も

に

し

た

話

で

あ

る

。

十

七

匂

告

で

は

、

妻

に

会

い

に

行

く

こ

と

が

で

き

な

い

自

分

を

言

い

、

十

八

匂

自

で

は

自

分

に

会

い
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
妻
を
一
一
一
一
口
う
。
双
方
と
も
会
い
に
行
く
術
が

な

い

こ

と

を

「

北

海

術

」

と

「

帝

女

霊

」

を

引

い

て

表

現

し

て

い

る

。

③

富

永

一

登

・

衣

川

緊

次

「

新

出

『

文

選

』

集

注

本

残

巻

校

記

」

に

よ
れ
ば
、
「
山
」
字
の
見
せ
消
ち
で
あ
る
。

④

呂

延

済

臼

十

七

・

十

八

匂

自

の

解

釈

。

江

流

が

典

故

を

用

い

て

表
現
し
た
部
分
を
、
平
易
に
言
い
換
え
て
い
る
。

19 

20 

{
駕
一
一
一
日
出
遠
山

俳
佃
泣
松
銘
}

『
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注

播
黄
門
(
述
哀
)
岳

ま

陸③劉②音李

善良とた善
経日、日

呂、銘

山莫毛①

松、経詩

銘墳反日

也

輸
逝
者
不
返
。

駕
言
出
遊
。

銘
、
碑
邑
。

銘
誌
在
松
柘
開
。

李
善
臼
く
、
司
毛
詩
』
に
日
く
、

明
音
決
』
に
、
「
銘
は
莫
経
の
反
な
り
」

例
制
良
日
く
、
「
山
は
、
墳
な
り
。

睦
善
経
臼
く
、
「
松
銘
は
、

者
の
返
ら
ざ
る
を
轍
う
」
と
。

「
駕
し
て
一
一
一
一
口
に
出
遊
す
」

と
。

と

銘
は
、
碑
な
り
」

銘

誌

の

松

栢

の

間

に

在

る

な

り

。

と

逝

く

[
校
勘
〕
李
善
日
:
・
駕
ニ
一
一
回
出
遊
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
で
は
、

は
幻
・
刀
句
目
の
下
に
あ
る
。

劉

良

日

:

・

碑

晶

陳

八

郎

本

・

明

州

本

・

秀

州

本

・

建

州

本

で

は

、

こ
の
注
は
幻
・
幻
匂
目
の
下
に
あ
る
。

陸

善

経

日

:

・

愉

逝

者

不

返

欠

建
州
本
〉

こ
の
注

〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本

(
訳
]李

善

は

言

う

。

円

毛

詩

』

(

抑

制

風

・

泉

水

。

衛

風

・

竹

竿

に

も

見
え
る
)
に
「
車
に
乗
っ
て
外
に
出
掛
け
る
」
と
あ
る
、
と
。

『
立
問
決
』
に
一
一
一
一
向
う
。
「
銘
は
、
英
経
の
反
(
べ
い
)
で
あ
る
」
と
。

劉

良

は

う

。

「

山

と

は

、

基

の

こ

と

で

あ

る

。

銘

と

は

、

墓

碑

の

ま

た

四
七
頁



筑
波
中
盤
文
化
論
機

第
二
十
九
号

二
O

一O

こ
と
で
あ
る
」
。

陸
善
経
は
一
一
白
う
。
「
松
銘
と
は
、

る
周
盟
に
あ
る
こ
と
を
言
う
。

を
例
え
て
い
る
」
と
。

墓

誌

銘

が

松

や

桔

の

植

わ

っ

て

い

死

ん

だ

者

は

も

う

戻

っ

て

来

な

い

こ

と

注
①
毛
詩
日
『
詩
経
』
郡
風
・
泉
水
に
「
駕
一
一
一
一
口
出
遊
、
以
写
我
憂
(
駕

の
ぞ

し
て
言
に
出
遊
し
、
以
て
我
が
憂
い
を
写
か
ん
)
」
と
あ
り
、
ま
た
『
詩

経

』

衛

嵐

・

竹

竿

に

も

、

部

嵐

・

泉

水

と

同

様

の

二

句

が

見

え

る

。

李

善
が
二
者
の
い
ず
れ
を
示
し
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。
「
駕
言
出
」

の

先

行

用

例

を

示

す

注

で

あ

り

、

ま

た

泉

水

・

竹

竿

は

そ

の

後

に

「

以

て

我

が

憂

い

を

写

か

ん

」

と

続

け

て

い

る

こ

と

か

ら

、

そ

の

行

動

の

目

的
、
が
、
憂
い
を
除
く
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
も
示
し
て
い
よ
う
。

②

劉

良

臼

「

山

」

「

銘

」

の

意

味

の

解

説

。

③

陸

善

経

日

「

松

銘

」

の

意

味

の

解

説

。

21 

22 

{
雨
絶
無
選
一
護

華
落
量
留
英
}

蜜IJO李

良善

日臼

雨鶴①

絶鵡

華賦

落田

何
今
日
之
雨
絶
。

喰
死
而
不
還
也
。

李
善
日
く

ル」。

「
鰐
鵡
の
賦
」

「
何
か
今
日
の
雨
の
絶
ゆ
る
」

に
日
く

劉

良

日

く

レ」。

「
雨
絶
華
落
は

死

し

て

還

ら

ざ

る

に

喰

う

る

な

り

」

〔
校
勘
〕
十

字

蕃

日

欠

〈

明

州

本

・

秀

州

本

・

建

州

本

〉

善

注

と

一

括

さ

れ

て

い

る

た

め

例

制

良

臼

欠

〈

陳

八

郎

本

・

明

州

本

・

秀

州

本

・

建

州

本

〉

初

句

目

の

劉

良

注

と

一

括

さ

れ

て

い

る

た

め

雨

絶

華

落

「

雨

絶

叫

落

」

〈

陳

八

郎

本

・

明

川

本

・

秀

州

本

・

建

州
本
〉
輸

死

市

不

還

也

「

轍

死

而

不

還

」

.
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

[
訳
]李
善
は
言
う
。

む
の
か
」

「
腕
問
鵡
の
賦
」

と

劉
良
は
言
う
。
「
『
雨
絶
』
吋
華
落
』

な
い
こ
と
に
例
え
て
い
る
の
で
あ
る
」

四
八
頁

※ 

19 

初
旬
目
の
李

※ 

19 

(
「
也
」

を
欠
く
)

〈
陳
八
郎
本

「
い
つ
に
な
れ
ば
今
日
の
雨
が
や

と
は。

と

死
ん
で
再
び
一
民
っ
て
来

[
注
]①
鶴

鵡

賦

日

禰

衡

「

鶏

鵡

の

賦

」

「

何

今

日

之

両

絶

、

若

胡

越

之

異

区

(

何

ぞ

今

日

の

悶

絶

し

た

る

、

胡

越

の

症

を

異

に

す

る

が

ご

と

し

ご

と

あ

る

。

李

善

は

「

雨

絶

」

の

先

行

用

例

と

し

て

こ

の

匂

を

引
く
が
、
正
し
く
は
「
両
絶
」
で
あ
る
。
「
鵡
鵡
の
賦
」
で
、
「
若
胡
越

之

異

匿

(

北

の

異

民

族

の

胡

、

南

の

異

民

族

で

あ

る

越

と

が

、

居

る

場

所

が

全

く

異

な

っ

て

い

る

か

の

よ

う

だ

)

」

と

続

き

、

二

者

が

遠

く

隔

た

っ

た

こ

と

を

言

う

こ

と

か

ら

、

が

正

し

い

の

で

あ

ろ

う

。

「
両
絶
」



「
鶏
鵡
の
賦
」

「
雨
絶
」

部

克

家

の

文

選

校

異

で

は

、

と
す
べ
き
だ
と
言
う
。

②

劉

良

臼

「

雨

絶

」

「

華

落

」

の

解

釈

。

十

九

・

二

十

句

自

に

付

さ

れ

て

い

た

陸

善

経

の

注

と

ほ

ぼ

向

内

容

で

あ

る

。

「

晴

逝

者

不

返

」

と

い

う

漣

善

経

の

注

は

、

こ

の

劉

良

注

の

よ

う

に

こ

こ

に

付

さ

れ

る

方

が

、

内

容

か

ら

し

て

ふ

さ

わ

し

い

で

あ

ろ

う

。

「
悶
絶

Jま

。コ

23 
24 

{
日
月
方
代
序

寝

興

何

時

平

}

呂@李

向善

E 臼

吉播①

E 岳
丹悼

重量亡

遠詩

日

寝
興
自
在
形
。

四
節
代
遷
逝
。

起
臥
思
憶
猶
未
平
也
。 又

臼

李
善
日
く
、

遷
逝
す
」
と
。

「
博
亡
詩
」

又
た

E
く
、
」
寝
興

二
一
一
向
う
こ
こ
ろ
は
、
日
月
遠
し
と
雄
も
、

し
て
猶
お
未
だ
平
ら
か
な
ら
ざ
る
な
り
」

播

岳

の

に

B
く
、

「

四

節

代

わ

る

が

わ

る

、
戸
」
。

自
に
形
在
り
」

起

臥

に

思

憶

呂
向
日
く
、

と

[
校
勘
〕
寝

興

自

在

形

「
寝
興
自
在
形
」
〈
尤
刻
本
・
故
刻
本
〉

「

寝

興

自

在

形

叫

」

〈

国

子

監

本

・

明

州

本

・

秀

州

司
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注

潜
黄
門
(
述
哀
)
岳

猶

未

平

也

本「本
情I. 
秀猶建
什i未州、|
本平本

建(

ナトi也i
本

を

欠

く

)

〈
棟
八
郎
本
・
明
州

[
訳
]李
善

は

言

う

。

播

岳

の

「

悼

亡

詩

」

に

、

代

わ

る

移

ろ

っ

て

い

く

」

と

あ

る

。

ま

た

、

ら
そ
の
姿
、
が
離
れ
な
い
」
と
あ
る
。

呂
向
は
言
う
、
「
(
妻
が
死
ん
で
以
来
)
時
間
が
経
過
し
た
と
は
い
え
、

起

き

て

も

寝

て

い

て

も

思

い

出

し

て

、

人

々

に

な

っ

て

も

心

が

静

ま

ら

な

い

こ

と

を

っ

て

い

る

の

で

あ

る

」

と

。

「

四

つ

の

季

節

が

代

わ

る

「

寝

て

も

覚

め

て

も

自

か

注
①

播

岳

悼

亡

詩

日

「

悼

亡

詩

」

中

か

ら

、

類

似

の

表

現

の

匂

を

引

い

た

注

。

二

十

三

句

と

「

四

節

代

遷

逝

」

を

似

て

い

る

と

見

倣

し

て

引

用

し

て

い

る

と

思

わ

れ

る

。

ま

た

、

二

十

四

勾

自

に

見

え

る

「

寝

興

」

の

語

が

「

悼

亡

詩

」

中

に

も

用

い

ら

れ

て

い

る

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

②

呂

向

日

二

十

三

・

二

十

四

匂

自

の

解

釈

。

(

筑

波

大

学

大

学

院

人

文

社

会

科

学

科

博

士

課

程

)

四
九
頁
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